




要約:小児期の単純性肥満において、体重増加はしばしば幼児期より開始することが経験

される。3 才児検診の機会に介入を開始することが試みられて来たが、未だその効果につ

いては、議論の余地がある。我々は今回の研究で、島根県西部地区における 3才児検診の

後に、肥満・健康教室を開催するシステムを確立した。この特徴は、肥満小児および非肥

満小児を含め、広い範囲の参加者を対象にしていること、経過の観察に家庭医の協力を求

めた点などであり、今後の長期的観察を目標としている。


